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平成２０年度県民生活に関する相談状況について

談件数の状況

び市町の消費生活担当部署で受け付けた消費生活相談は，３３，４８９件で前年度に比べ

７７件，率にすると１２．９％の減少となった。

うち，「不当請求・架空請求」に係る相談が６，０９４件で前年度に比べ３，９１０件，３９．１

幅な減少となった。

相談については，行政相談が６１８件で前年度に比べ４３件，７．５％の増加，家事相談が

件で１１９件，１２．１％の減少，交通事故相談は，５５４件で４９件，８．１％の減少となり，

談全体では，１２５件，５．８％の減少となった。

相談件数の状況（第1表）

（単位：件，％）

区 分
平成２０年度

相談件数 （Ａ）

平成１９年度

相談件数 （Ｂ）

増 減 数

Ａ－Ｂ
増 減 率

((Ａ－Ｂ)/Ｂ)×100

生 活 相 談 ３３，４８９ ３８，４６６ △４，９７７ △１２．９

不当請求・架空請求 ６，０９４ １０，００４ △３，９１０ △３９．１

う ち ヤ ミ 金 融 ３８２ ７１０ △３２８ △４６．２

そ の 他 の 相 談 ２７，３９５ ２８，４６２ △１，０６７ △３．７

民 相 談 ２，０３９ ２，１６４ △１２５ △５．８

行 政 相 談 ６１８ ５７５ ４３ ７．５

家 事 相 談 ８６７ ９８６ △１１９ △１２．１

交 通 事 故 相 談 ５５４ ６０３ △４９ △８．１

費生活相談の概要

不当請求・架空請求の相談状況

不当請求・架空請求の相談状況を過去６か年で見ると，消費生活相談の全体件数と同様に，平成

年度をピークに減少傾向にある。

不当請求・架空請求の６か年の状況（第１図）

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度
体 件 数 ５１,７１６ ６３,９２５ ５３,４０５ ４２,９９１ ３８,４６６ ３３,４８９
当・架空 ２４,８９２ ３６,９３４ ２２,１３５ １２,３９６ １０,００４ ６,０９４
成比 ％ ４８．１ ５７．８ ４１．４ ２８．８ ２６．０ １８．２

0

, 0 0 0

, 0 0 0

, 0 0 0

, 0 0 0

, 0 0 0

, 0 0 0

, 0 0 0

Ｈ 1 5 Ｈ 1 6 Ｈ 1 7 Ｈ 1 8 Ｈ 1 9 Ｈ 2 0

全 相 談 件 数

不 当 ・ 架 空

（先日，掲載いたしました内容に一部誤りがありましたので，訂正の上，改めて掲載しています。）
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（2） 商品・役務別相談件数（「不当請求・架空請求」を除く）

商品・役務別では，金銭の借入れに係る相談である「融資サービス」が４，７５２件，構成比１７．３％

で最も多く，次いで，借家などに係る相談の「不動産貸借」が２，００８件，構成比７．３％，携帯

電話やインターネットの情報利用料金などに係る相談である「情報提供サービス」が８８３件，構成

比３．２％となっている。これらの順位は平成１９年度と変わらない。

前年度と特に変わった点は，語学教室の中途解約等に関する相談である「教室・講座」が，４２３

件，構成比１．５％で，前年度４位から１５位となっており，前年度の９０９件に比較して５３．５％

減少している。その主な要因は，前年度に英会話教室の閉鎖に伴う相談が一時的に多く寄せられたこ

となどによる。

商品・役務別相談件数（第２表）
（単位：件，％）

平成２０年度 平成１９年度
区 分

相談件数(Ａ) 構成比 相談件数(Ｂ)

増減率

((Ａ‐Ｂ)/

Ｂ) ×100

相 談 の 内 容

①融資サービス ４，７５２ １７．３ ４，８７５ △２．５

・借入金整理の方法
・多重債務の整理（過払い金請求等）
・住宅ローンの返済
・保証人，名義貸し 等

②不 動 産 貸 借 ２，００８ ７．３ １，９９２ ０．８
・敷金の返還

・借家の明け渡し

等

③情報提供サービス ８８３ ３．２ ９５９ △７．９

・有料情報サイトの利用
・プロバイダー契約の解除等
・ネットオークション契約の解除
・放送受信料の支払い 等

④商 品 一 般 ６２８ ２．３ ６４８ △３．１
・電話等による迷惑勧誘

・商品購入した先の事業者の対応

・事業者の個人情報の取扱い 等

⑤建築・工事等 ６０５ ２．２ ６３５ △４．７
・住宅リフォーム（耐震，床下，屋根等）

・不必要な工事の勧誘

・庭等の舗装工事契約の不履行 等

⑥役 務 そ の 他 ５７７ ２．１ ５２５ ９．９
・結婚紹介サービス契約の解除

・調査業依頼契約の解除

・アンケート調査に関する問合せ 等

⑦理 美 容 ５６４ ２．１ ５１０ １０．６
・エステの長期契約の解除

・エステの迷惑勧誘

・エステ店閉店に伴う解約 等

⑧自 動 車 ４９６ １．８ ４６０ ７．８
・新車購入の解約，車両の交換，修理

・中古車の購入，販売 等

⑨文具・事務用品 ４９２ １．８ ４８４ １．７
・パソコンの設定，修理

・携帯電話の契約，機種変更，修理

・印鑑購入の解約

⑩電 報 ・ 電 話 ４８３ １．８ ５７４ △１５．９
・携帯電話料金

・携帯電話パケット通信料金

・電話回線使用 等

そ の 他 １５，９０７ ５８．１ １６，８００ △５．３
健康食品の多量購入，生命保険の支払い，

投資用マンションの執拗な勧誘 等

計 ２７，３９５ １００．０ ２８，４６２ △３．７
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３ 県民相談の概要

(1) 行政相談

社会福祉，保健などの「生活・福祉・保健関係」に関する相談が２５５件，構成比４１．３％，次

いで，道路・河川などの「土木建築関係」が１００件，１６．２％となっている。

相談内容別相談件数 (第３表)
(単位：件，％)

平成２０年度 平成１９年度
区 分

相談件数(Ａ) 構成比 相談件数(Ｂ)

増減率((Ａ－

Ｂ)/Ｂ) ×100
相 談 の 内 容

生活・福祉・保健関係 ２５５ ４１．３ ２２４ １３．８ 衛生，医療，福祉，保健など

土 木 建 築 関 係 １００ １６．２ ９８ ２．０ 道路，河川，砂防，用地買収問題など

商工・農林水産関係 ８２ １３．３ ７８ ５．１ 商工業，労働，農林水産など

防災・防犯関係 ５４ ８．７ ５０ ８．０ 消防，暴力・防犯，交通安全など

そ の 他 １２７ ２０．５ １２５ １．６ 税金，国際交流，個人情報など

計 ６１８ １００．０ ５７５ ７．５

(2) 家事相談

親の遺産分割方法などの「相続・遺言」に関する相談が３７１件，構成比４２．８％，次いで，離

婚に伴う子どもの親権問題などの「結婚・離婚」が２６６件，構成比３０．７％となっている。

相談内容別相談件数 (第４表)
(単位：件，％)

平成２０年度 平成１９年度
区 分

相談件数(Ａ) 構成比 相談件数(Ｂ)

増減率((Ａ－

Ｂ)/Ｂ) ×100
相 談 の 内 容

相 続 ・ 遺 言 ３７１ ４２．８ ３７７ △１．６遺産分割，相続放棄，遺言など

結 婚 ・ 離 婚 ２６６ ３０．７ ３２３ △１７．６離婚，婚約破棄，親権・養育など

家 庭 内 問 題 １００ １１．５ １４４ △３０．６子供の素行，夫婦の財産，親の扶養など

そ の 他 １３０ １５．０ １４２ △８．５親族の扶養など

計 ８６７ １００．０ ９８６ △１２．１

（3） 交通事故相談

損害賠償額の算定方法などの「賠償関係」が３２７件，構成比４５．２％，次いで「保険関係」が

１７４件，２４．０％となっている。

相談内容別相談件数 (第５表)
(単位：件，％)

平成２０年度 平成１９年度
区 分

相談件数(Ａ) 構成比 相談件数(Ｂ)

増減率((Ａ－

Ｂ)/Ｂ) ×100
相 談 の 内 容

賠 償 関 係 ３２７ ４５．２ ３７４ △１２．６賠償額算定

保 険 関 係 １７４ ２４．０ １５０ １６．０自賠責保険，労災，社会保険の請求方法

示 談 の 仕 方 １３０ １８．０ １３８ △５．８示談の仕方

過 失 割 合 ９３ １２．８ １１１ △１６．２過失割合

計 ７２４(５５４) １００．０ ７７３(６０３) △６．３

注 構成比は，相談内容が重複するため，重複総数７２４件に占める割合。（ ）は，実質件数５５４件。
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トラブルが生じたら，一人で悩まず相談を！

平成２０年度の特徴的な相談事例

～不当請求・架空請求～

【事例 １】

○○管理センターというところから「民事訴訟裁判通達書」と書かれた葉書が届いた。不審に思

ーに電話をすると，裁判の手続きをすると言われ，「弁護士事務所を紹介する。２時までにお金を

しい。」と要求された。 （４０代

【事例 ２】

資格取得の教材費と通信講座セミナーの参加費を請求する封書が届いた。封書には，「４業者に

代金が不良債権として残っており，教材の引き取り処分期間が過ぎているので，勤務先や自宅を担

する。不在や連絡がつかない場合は，提訴し，その後，強制執行を申し立てる。」と書かれている

（４０

【事例 ３】

出会い系の迷惑メールが入るので，どんなものかアクセスしてみたら，１か月以上経過して携帯

を請求するメッセージが入っていた。料金を振り込まなければ，興信所で調査の上，回収し，その

弁護士費用も請求するという。携帯電話の番号を知っているということは，個人情報が漏れており

所も相手に知れるのではないかと思い，不安だ。 （３０

～ヤミ金融～

【事例 ４】

携帯電話に融資をするという電話があり，２万円の融資を申し込んだ。相手方から１７,０００円

れたが，その後，利息分として１２,０００円を支払い，更に，３５,０００円を振り込むように請

（５０

～訪問販売～

【事例 ５】

業者名を名乗らず，水道管の掃除の仕方を説明すると訪問してきて，玄関横のメンテナンスボッ

たので，マンションの関係者と信じた。「お茶の出が早くなる。子どもの肌にも良い。」と言ったの

の契約をした。説明書には，「洗浄力が向上し，水垢を防ぐ。」などと書いてあるが，効果がない

（２

【事例 ６】

「トイレを貸してほしい。」と若い女性が来たので貸したら，あとから女性２人が加わり，高額

誘をされた。契約締結後，購入代金をおろしに金融機関に車で連れていかれた。 （７

【事例 ７】

「羽毛布団の無料点検に伺う。」と業者から電話があったので来てもらったら，「点検したが生地

ている。健康に良くないのでリフレッシュ加工をしたほうが良い。」と勧められた。１５万円を１

るというので契約したが，よく考えると高額なので，クーリングオフしたい。 （８０

【事例 ８】

「近くに店を作るので商品を配っている。」と言って来訪してきた。出向いた会場で，「こ

売しない。腰の痛みが止まる。」と言われ，温熱治療器を契約したが，皮膚が弱く低温やけど

使用できない。 （６０
い同センタ

用意してほ

女性）

対する未払

当者が訪問

。

代 男性）

電話に料金

調査費用や

，名前や住

代 男性）

が振り込ま

求された。

代 女性）

クスを開け

で，活水器

。

０代 男性）

な布団の勧

０代 女性）

に穴が開い

０万円にす

代 女性）

こでしか販

をするので

代 女性）

参考１
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～電話勧誘販売～

【事例 ９】

以前，資格講座の契約したことがある。結局，資格は取得できなかったが，別の業者から電話があり，

「講座が終了していないので，再度，教材を購入してもらわないと，全国にあなたの個人情報が出回っ

ていて，勧誘は止まらない。当社と契約すれば，名簿から外す。」と言われ，了解してしまった。

（２０代 男性）

【事例１０】

投資用のマンションの購入を勧める電話が会社にしつこくかかってくる。断わると相手が怒り出し，

自分の言い方を謝罪するように言う。自分の住所を知っていて，謝罪させるために，今夜，家に来ると

も言う。 （３０代 男性）

～特定継続的役務提供～

【事例１１】

脱毛エステを契約したサロンが突然閉店した。クレジットカードで決済し，既に引き落とされたが，

サービスが受けられないので，返金してほしい。 （３０代 女性）

【事例１２】

友人の紹介で１,０００円でエステの体験をしたのちに，美顔エステの契約をした。自分は，学生でア

ルバイトをしているが，年収が少ないとクレジットの審査が通らないとエステティシャンに言われ，年

収欄を過大に記入した。クーリングオフしたい。 （２０代 女性）

～マルチ商法，マルチ商法まがい～

【事例１３】

友人から健康器具の体験を勧められたところ，「自律神経が乱れている。」と言われ，商品の使用を勧

められた。その後，更に，高額なランクの契約をすると，商品が１つ売れるごとに３６万円の収入にな

ると勧められた。成功者の何百万円という給料明細も見せられた。上位の紹介者に言われるままに一生

懸命活動したが，全く儲からなかった。 （５０代 女性）

～その他～

【事例１４】

賞金がもらえるという通知が海外から国際書留で来た。今までも海外から封書が届いたことがあり，

何度か送金しているが，当選したとの通知はあっても，お金をもらったことはない。最近は，書留で届

くので，信用してもよいのではないかという気持ちになった。 （６０代 女性）
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平成２１年度消費相談窓口の開設状況

相談窓口名 窓 口 開 設 日 等
平
相

県 消 費 生 活 課

呉 地 域 県 民 相 談 室

東 広 島 地 域 県 民 相 談 室

尾 三 地 域 県 民 相 談 室

福 山 地 域 県 民 相 談 室

北 部 地 域 県 民 相 談 室

県

の

窓

口

（ 芸 北 地 域 県 民 相 談 室 ）

月曜日～金曜日（祝日，年末年始は除く。）

９時～１６時（12時～13時を除く）

計（窓口数 ６） （

広 島 市 消 費 生 活 セ ン タ ー
火曜日を除く毎日（年末年始は除く。）
10時～19時

呉 市 消 費 生 活 セ ン タ ー
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
８時30分～16時30分（12時～13時は休み）

竹 原 市 消 費 生 活 相 談 室
(竹原市及び大崎上島町にお住まいの方
の相談窓口)

火曜日，木曜日（祝日，年末年始は除く。）
10時～16時（12時～13時は休み）

（ 大 崎 上 島 町 ）
奇数月の第1金曜日 （祝日，年末年始は除く。）
10時～15時（12時～13時は休み）

三 原 市 消 費 生 活 相 談 室
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～16時（12時～13時は休み）

尾 道 市 消 費 生 活 セ ン タ ー
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～17時（12時～13時は休み）

福 山 市 消 費 生 活 セ ン タ ー
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
８時30分～16時30分

府 中 市 消 費 生 活 セ ン タ ー
火曜日，金曜日（祝日，年末年始は除く。）
10時～16時（12時～13時は休み）

三 次 市 総 合 相 談 係
月曜，火曜，木曜，金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～16時（12時～13時は休み）

庄 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～17時（12時～13時は休み）

大 竹 市 消 費 生 活 セ ン タ ー
火曜日，金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～16時（12時～13時は休み）

東 広 島 市 消費生活センター
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～17時（12時～13時は休み）

廿日市市消費生活センター
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～16時（12時～13時は休み）

安芸高田市消費生活相談窓口
水曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時30分～16時30分（12時～13時は休み）

江田島市消費生活相談窓口
（H20.4.1 開設）

月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
10時～16時（12時～13時は休み）

府 中 町 町 民 生 活 課
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～16時（12時～13時は休み）

海田町消費生活相談コーナー
（H20.4.1 開設）

木曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時30分～16時（12時～13時は休み）

安 芸 太 田 町 産 業 振 興 課
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～16時（12時30分～13時30分は休み）

北 広 島 町 消 費 生 活 相 談 室
木曜日（祝日，年末年始は除く。）
10時～16時（12時～13時は休み）

世 羅 町 生 活 安 全 相 談 窓 口
月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
10時～16時（12時～13時は休み）

神石高原町消費生活相談窓口
（H20.4.1 開設）

月曜～金曜日（祝日，年末年始は除く。）
９時～16時（12時～13時は休み）

市

・

町

の

窓

口

そ の 他 の 町 窓口は消費者行政担当課

計（窓口数 ２１）

合 計（窓口数 ２７） ３

注 組織再編に伴い，芸北地域県民相談室は，平成２１年度から廃止。また，備北地域県民相談室は
域県民相談室と名称を変更。
成２０年度
談件数

８，５２８

１１２

１７８

１２１

１，０３９

６１５

７５

１０，６６８
３１．９％）

９，８８１

１，３７１

１１２

４５８

７９１

７，５３７

１２１

３０４

２２

９８

１，１７３

６２３

８４

１６

９７

３８

１

７０

１５

０

９

２２，８２１
（６８．１％)

３，４８９

，北部地
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